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The goal of this paper is to propose structural joint methods for steel and wood hybrid buildings. The 
proposed joints are developed to allow easy and accurate construction. These consist of dowels and the 
non-shrink mortar or resins filled in the gap around the dowels. A series of loading tests optimized the effect of 
end distance and dowel pitch to the shear strength of the joints. The results are as following: 
(1)Wider dowel pitch results in a slight increase in the yield and maximum strengths. (2)In case of specimens 
with the outer layers parallel to the loading direction, the shorter end distance provoked the shear-out in the 
outer layers that caused the lower strengths. (3)Specimens with the outer layers perpendicular to the load 
showed higher strengths without any brittle failure, even with the shorter end distance. 
 





































図 CLT(Cross Laminated Timber) 
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（２）接合部概要 























図 2 実験 A、B の試験体形状 
（２）実験 A「端距離検証のための実験」 




 表 1 に実験 A における試験体の一覧を示す。実験 A の
試験体は「端距離 50mm と 100mm の 2 種類」×「載荷
方向に対する最下層のラミナの繊維方向 2 種類」の計 4
種類である。また１種類につき 3 体の試験体を用意した。 
 
 
図 3 実験 A 試験体上面図、断面図の例 
 
 
図 4 実験 A 試験体設置状況 
 

















 表 2 に実験 B における試験体の一覧を示す。実験 B の
試験体は「端距離 150mm と 200mm の 2 種類」×「載荷








図 5 実験 B 試験体上面図、断面図 
 
 
















詳細 EYT を用いた。 


















図 8 に端距離 50mm、図 9 に端距離 100mm、図 12













図 8 実験 A 荷重変位曲線（端距離 50mm） 
 
 
図 9 実験 A 荷重変位曲線（端距離 100mm） 
 
 
図 10 実験 A 降伏荷重一覧 
 
 
図 11 実験 A 最大荷重一覧 
 
図 12 実験 B 荷重変位曲線（ピッチ 150mm） 
 
 
図 13 実験 B 荷重変位曲線（ピッチ 200mm） 
 
 
図 14 実験 B 降伏荷重一覧 
 
 
図 15 実験 B 最大荷重一覧 
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（２）考察 










繊維平行<繊維直交 (端距離 50mm) 
繊維平行>繊維直交 (端距離 100mm) 
・最大荷重 
繊維平行<繊維直交 (端距離 50mm) 




端距離 50mm <端距離 100mm (繊維平行) 
端距離 50mm <端距離 100mm (繊維直交) 
・最大荷重 
端距離 50mm <端距離 100mm (繊維平行) 
端距離 50mm <端距離 100mm (繊維直交) 
となり、繊維平行方向の試験体は端距離 100mm の方が
50mm よりも大きい荷重値を示したが、繊維直交方向の



















図 16 第 1 層におけると端抜けと割裂破壊 
 
 
図 17 実験 A 繊維平行方向試験体破壊性状の例 
 
 
図 18 実験 A 繊維直交方向試験体破壊性状の例 
 
降伏点の比較 
表 3 に実験値（0.1-0.9Pmax 法による値）と理論値(既








繊維平行 繊維直交 繊維平行 繊維直交
実験値 20.42 25.67 32.67 28.16
既往EYT 30.97 30.97 30.97 30.97










b）実験 B の考察 
接合部ピッチによる影響 
・降伏荷重 
ピッチ 150mm<ピッチ 200mm(繊維平行) 
ピッチ 150mm<ピッチ 200mm(繊維直交) 
・最大荷重 
ピッチ 150mm<ピッチ 200mm(繊維平行) 
ピッチ 150mm<ピッチ 200mm(繊維直交) 
となり、同じ繊維方向の試験体の中では、ピッチ
200mm の方がピッチ 150mm よりも降伏荷重及び最大
荷重の値が大きくなる傾向が見られた。しかしながら
150mm と 200mm で大きな差は見られなかった。 
また繊維方向で比較すると 
・降伏荷重 
繊維直交<繊維平行 (ピッチ 150mm) 
繊維直交<繊維平行 (ピッチ 200mm) 
・最大荷重 
繊維直交<繊維平行 (ピッチ 150mm) 



















図 19 実験 B 繊維平行方向試験体破壊性状の例 
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